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会
員
募
集

　

◆
フ
ル
コ
ン
タ
ク
ト
空
手

（
空
手
塾
同
志
会
）
週
３
回
、

午
後
６
時
～
７
時
半
が
幼
児
、

８
時
半
ま
で
が
小
・
中
学
生
、

わ
く
わ
く
健
康
プ
ラ
ザ
・
東
部

地
域
セ
ン
タ
ー
ほ
か
で
。
会
費

は
中
学
生
ま
で
が
月
３
０
０
０

円（
世
帯
３
人
目
か
ら
は
無
料
）。

３
歳
児
以
上
。
親
子
で
空
手
を
。

強
く
優
し
い
子
を
育
成
。
女

性
・
親
子
・
高
齢
者
も
多
数
在

籍
。
詳
し
く
は
鈴
木
緯
０
９

０
・
４
１
７
２
・
８
７
５
８
へ
。

　

◆
少
年
野
球
ド
リ
ー
ム
セ
ブ

ン　

毎
週
土
曜
・
日
曜
日
の
午

前
、
第
七
小
学
校
校
庭
で
。
入

会
金
１
０
０
０
円
、
会
費
月
１

５
０
０
円
。
初
心
者
歓
迎
。
高

い
指
導
体
制
。
詳
し
く
は
前
原

緯
４
７
２
・
６
４
８
８
へ
。

　

◆
太
極
拳
同
好
会　

月
３
回
、

月
曜
日
の
午
前　

時
～
正
午
、

１０

わ
く
わ
く
健
康
プ
ラ
ザ
で
。
入

会
金
１
０
０
０
円
、
会
費
月
１

０
０
０
円
。
初
心
者
歓
迎
。
見

学
自
由
。
詳
し
く
は
小
堀
緯
４

７
４
・
９
４
８
３
へ
。

　

◆
混
声
合
唱
団
グ
レ
イ
ス　

月
３
回
、
木
曜
日
の
午
後
、
東

部
地
域
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
さ
い

わ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
。
入
会

金
１
０
０
０
円
、
会
費
月
２
０

０
０
円
。
約　

人
の
会
員
が
混

３０

声
四
部
で
和
気
あ
い
あ
い
と

歌
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
見
学

を
。
詳
し
く
は
磯
島
緯
４
７

４
・
２
５
５
８
へ
。

　

◆
競
泳
・
水
中
ウ
オ
ー
キ
ン

グ（
東
久
留
米
市
水
泳
連
盟
）　

毎
週
月
曜
・
火
曜
・
水
曜
・
金

曜
日
が
柳
泉
園
屋
内
プ
ー
ル
、

月
曜
・
木
曜
・
金
曜
日
が
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
で
。
連
盟
会
費
月

１
０
０
円
と
練
習
会
費
１
回
７

５
０
円
を
年
３
回
に
分
け
て
納

入
。　

歳
～　

歳
。
詳
し
く
は

１６

７０

山
下
緯
４
７
８・
８
４
３
９（
午

前
９
時
～
午
後
６
時
）
へ
。

　

◆
ス
ト
レ
ッ
チ
＆
ヨ
ガ
サ
ー

ク
ル　

月
２
回
、
月
曜
日
の
午

前　

時
～　

時
半
、
生
涯
学
習

１０

１１

セ
ン
タ
ー
で
。
入
会
金
１
０
０

０
円
、
会
費
月
１
５
０
０
円
。

ス
ト
レ
ッ
チ
・
ヨ
ガ
・
ツ
ボ
な

ど
筋
肉
・
関
節
を
柔
軟
に
し
血

行
を
良
く
す
る
。
無
料
体
験
あ

り
。
詳
し
く
は
小
林
緯
４
７

４
・
１
６
６
３
へ
。

　

◆
カ
ラ
オ
ケ（
冨
岡
ク
ラ
ブ
）

　

毎
月
第
１
・
第
３
ま
た
は
第

２
・
第
４
月
曜
日
の
①
午
後
１

時
～
３
時
②
午
後
７
時
～
９
時
、

東
部
地
域
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
中

央
町
地
区
セ
ン
タ
ー
で
。
入
会

金
１
０
０
０
円
、
会
費
月
１
８

０
０
円
。　

歳
以
上
の
初
心
者

６０

の
方
。
詳
し
く
は
玉
木
緯
４
７

１
・
２
３
６
９
（
夜
間
）
へ
。

　

◆
大
東
流
合
気
柔
術　

毎
週

①
土
曜
日
の
午
後
６
時
半
～
８

時
が
南
沢
会
館（
多
聞
寺
境
内
）

②
日
曜
日
の
午
後
４
時
半
～
６

時
半
が
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
。

会
費
は
小
学
４
年
生
～　

歳
と

１９

女
性
が
月
１
０
０
０
円
、
男
性

が
月
３
０
０
０
円
。
小
学
４
年

生
以
上
。
詳
し
く
は
進
藤
緯
４

７
０
・
１
２
３
７
へ
。

　

◆
中
国
語
会
話
（
你
好
〈
ニ

イ
ハ
オ
〉会
）　

月
４
回
。
土
曜

日
ま
た
は
日
曜
日
の
午
後
２
時

～
３
時
半
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
。
会
費
月
４
０
０
０
円
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
テ
キ
ス
ト
を
使

用
。
初
心
者
歓
迎
。
中
国
人
講

師
が
指
導
。
詳
し
く
は
及
川

（
お
い
か
わ
）
緯
４
７
１
・
５

７
２
３
へ
。

　

◆
無
料
体
験
会
（
リ
ト
ミ
ッ

ク
く
ら
ぶ
）　

４
月
９
日
・　

日
１６

の
い
ず
れ
も
金
曜
日
の
午
前　
１０

時
か
ら
と
午
前　

時
か
ら
。
南

１１

部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。
入
会
金

３
０
０
０
円
、
会
費
月
４
３
０

０
円
（
保
険
料
、
材
料
費
含
む
）。

７
カ
月
児
～
未
就
園
児
。
親
子

で
楽
し
む
リ
ズ
ム
遊
び
。
造
形

も
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
四
津

谷
（
よ
つ
や
）
緯
０
８
０
・
６

５
５
６
・
３
４
７
８
へ
。

　

◆
東
久
留
米
市
地
域
活
動
栄

養
士
会　

定
例
会
は
毎
月
第
４

月
曜
日
の
午
前
９
時
半
～
正
午
、

わ
く
わ
く
健
康
プ
ラ
ザ
で
。
会

費
年
１
０
０
０
円
。
栄
養
士
の

資
格
を
生
か
し
て
地
域
で
活
動

中
。
詳
し
く
は
森
山
緯
４
２

１
・
２
９
１
２
へ
。

　

◆
混
声
合
唱
団
（
ブ
ル
ー
メ

ン
・
コ
ー
ア
・
ア
カ
デ
ミ
ー
）　

毎
週
日
曜
日
の
午
後
２
時
～
４

時
半
、
久
留
米
中
学
校
で
。
会

費
月
５
０
０
０
円
。
源
田
俊
一

郎
編
曲
「
ふ
る
さ
と
の
四
季
」

ほ
か
を
練
習
中
。
詳
し
く
は
佐

藤
緯
４
６
４
・
７
５
３
３
へ
。

　

◆
ラ
ジ
オ
体
操
・
中
国
体
操
・

ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
（
な
か
よ
し

体
操
会
）　

毎
朝
午
前
６
時　
１０

分
～
６
時　

分
、
ス
ポ
ー
ツ
セ

５５

ン
タ
ー
前
屋
外
広
場
で
。
会
費

年
１
２
０
０
円
。
無
料
体
験
あ

り
。
健
康
づ
く
り
、
仲
間
づ
く

り
、
リ
ハ
ビ
リ
の
場
と
し
て
自

由
に
参
加
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
小
野
木
（
お
の
ぎ
）
緯
４
２

１
・
０
４
３
９
へ
。

　

◆
下
里
洋
裁
教
室　

月
４
回
、

火
曜
日
の
午
後
１
時
～
３
時
、

久
留
米
下
里
住
宅　

号
棟
１
階

１６

集
会
所（
下
里
七
丁
目
）で
。
会

費
１
回
２
０
０
０
円
。
和
服
・

洋
服
の
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
好
き

な
物
が
作
れ
ま
す
。
詳
し
く
は

谷
内
（
た
に
う
ち
）
緯
４
７
５・

０
０
３
９
へ
。

　

◆
ス
ロ
ト
レ
＆
エ
ア
ロ　

毎

週
木
曜
日
の
午
前　

時
～　

時

１０

１１

半
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
。

入
会
金
１
０
０
０
円
、
会
費
１

回
５
０
０
円
。
無
料
体
験
あ
り
。

　

歳
～　

歳
。
初
心
者
歓
迎
。

３０

６０

詳
し
く
は
川
浪
緯
４
７
０
・
２

６
８
４
へ
。

　

◆
ド
イ
ツ
語
サ
ー
ク
ル　

シ
ュ
ロ
ス
ク
ラ
ブ　

毎
月
第
１

～
第
３
木
曜
日
の
午
後
６
時
～

　

時
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ほ

１０か
で
。
会
費
月
３
５
０
０
円

（
教
材
費
別
）。
ド
イ
ツ
人
講

師
が
ク
ラ
ス
別
に
教
科
書
・
プ

リ
ン
ト
な
ど
で
指
導
。
詳
し
く

は
室
屋
（
む
ろ
や
）
緯
４
７
３・

４
８
１
２
（
夜
間
）
へ
。

　

◆
マ
ザ
ア
ス
健
康
体
操
（
社

会
福
祉
法
人
マ
ザ
ア
ス
）　

４

月
～
９
月
の
毎
月
第
２
～
第
４

火
曜
日
、
午
後
１
時
～
２
時
、

マ
ザ
ア
ス
東
久
留
米
（
氷
川
台

二
丁
目
）
で
。
会
費
１
回
１
０

０
円
。　

歳
以
上
で
介
護
認
定

６５

非
該
当
者
（
自
立
）
の
方
。
ス

ト
レ
ッ
チ
・
セ
ラ
バ
ン
ド
体
操

な
ど
。
詳
し
く
は
橋
本
緯
４
７

７
・
７
２
６
３
へ
。

　

◆
洋
画
・
日
本
画
・
水
彩

（
日
曜
美
術
ク
ラ
ブ
）　

毎
週

日
曜
日
の
午
後
１
時
半
～
５
時
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
。
入
会

金
５
０
０
０
円
、
会
費
月
５
０

０
０
円
。
ス
ケ
ッ
チ
、
展
覧
会

見
学
な
ど
。
元
高
校
教
師
・
元

大
学
講
師
が
指
導
。
初
心
者
歓

迎
。
見
学
自
由
。
詳
し
く
は
杉

原
緯
４
７
４
・
８
２
０
５
へ
。

催

し

　

◆
春
の
南
沢
で
自
然
観
察

（
さ
ん
ぽ
＆
自
然
観
察
の
会
）

　

４
月　

日
（
金
）
午
前
９
時

１６

半
に
市
役
所
１
階
屋
内
ひ
ろ
ば

集
合
～
正
午
。
春
ら
ん
ま
ん
の

南
沢
の
自
然
を
、
対
話
し
な
が

ら
ゆ
っ
く
り
観
察
し
ま
す
。
参

加
費
３
０
０
円
（
保
険
料
・
資

料
代
含
む
）。
要
申
し
込
み
。

筆
記
用
具
持
参
。
小
雨
実
施
。

詳
し
く
は
横
田
緯
４
７
３
・
５

９
９
７
へ
。

　

◆
補
聴
器
の
勉
強
会
（
東
久

留
米
市
要
約
筆
記
ひ
よ
こ
会
）

　

４
月　

日
（
水
）
午
後
１
時

１４

～
３
時
、
中
央
町
地
区
セ
ン

タ
ー
で
。
参
加
費
無
料
。
耳
が

聞
こ
え
に
く
く
な
っ
た
、
補
聴

器
に
つ
い
て
知
り
た
い
な
ど
、

一
緒
に
考
え
ま
す
。
詳
し
く
は

保
坂
緯
４
７
５
・
３
３
７
７
へ
。

　

◆
文
化
講
演
会
「
白
洲
正
子

の
素
顔
」（
早
稲
田
大
学
東
久
留

米
稲
門
会
）　

４
月　

日
（
日
）

１８

午
後
２
時
～
３
時　

分
、
成
美

１５

教
育
文
化
会
館
で
。
入
場
料
無

料
。「
人
は
幸
せ
に
な
る
義
務

が
あ
る
」。
講
師
は
暮
ら
し
の

う
つ
わ
花
田
店
主
の
松
井
信
義

氏
。
詳
し
く
は
安
次
峰
（
あ
じ

み
ね
）
緯
４
７
６
・
７
１
３
２

へ
。

　

◆
写
真
展
「
東
久
留
米
の
野

鳥
」（
写
団
東
久
留
米
）　

４
月

　

日
（
金
）
～　

日
（
火
）
午

１６

２０

前
９
時
～
午
後
６
時
（　

日
は

２０

午
後
５
時
ま
で
）、
ス
ペ
ー
ス

１
０
５
で
。
入
場
料
無
料
。
詳

し
く
は
高
橋
緯
４
７
３
・
３
７

２
９
へ
。

　

◆
み
ん
な
の
う
た
ご
え
喫
茶

（
う
た
の
広
場
の
会
）　

４
月

　

日
（
土
）
午
後
２
時
～
４
時
、

１７市
役
所
１
階
屋
内
ひ
ろ
ば
で
。

参
加
費
３
０
０
円
（
ケ
ー
キ
・

紅
茶
・
貸
し
出
し
歌
集
代
）。
詳

し
く
は
小
坂
緯
４
７
７
・
４
７

７
１
へ
。

　

◆
公
開
講
座
「
相
続
・
遺
言

に
つ
い
て
」
と
相
談
会
（
東
久

留
米
市
行
政
書
士
グ
ル
ー
プ
）

　

４
月　

日
（
木
）
と
５
月　

１５

２１

日
（
金
）、
い
ず
れ
も
午
後
１
時

か
ら
が
講
演
、
午
後
３
時
か
ら

が
相
談
会
。
ス
ペ
ー
ス
１
０
５

で
。
入
場
料
無
料
。
先
着　

人
。

２０

要
予
約
。
専
門
家
と
子
ど
も
の

入
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
詳

し
く
は
五
十
嵐
緯
４
７
５
・
０

５
５
１
へ
。

　

◆
第　

回
春
の
美
術
展
（
東

２５

久
留
米
美
術
連
合
会
）　

４
月

５
日
（
月
）
～
９
日
（
金
）
午

前　

時
～
午
後
５
時
、
生
涯
学

１０
習
セ
ン
タ
ー
２
階
第
１
・
２
・

４
学
習
室
で
。
入
場
料
無
料
。

市
内
の
美
術
家
と
美
術
研
究
グ

ル
ー
プ
の
合
同
展
。
詳
し
く
は

杉
本
緯
４
７
２
・
１
０
１
５
へ
。

　

◆
春
の
柳
窪
旧
集
落
・
民
家
・

柳
窪
ば
や
し
特
別
見
学
会
（
東

久
留
米
の
水
と
景
観
を
守
る

会
）　

４
月　

日
（
日
）
午
前　

２５

１０

時
半
か
ら
と
午
後
１
時
か
ら
、

柳
窪
一
丁
目
バ
ス
停
集
合
（
東

久
留
米
駅
西
口
か
ら
西
武
バ
ス

武　

系
統
）。
参
加
費
５
０
０

２１
円
（
資
料
・
保
険
料
を
含
む
）。

定
員
各
回
先
着　

人
。
申
し
込

２５

み
は
往
復
は
が
き
で
、
〒
２
０

３
‐
０
０
４
４
、
柳
窪
２
ノ　
１１

ノ
６
、
奥
住
あ
て
郵
送
を
。
詳

し
く
は
佐
藤
緯
４
７
２
・
６
６

４
８
へ
。そ

の
他

　

◆
第　

回
に
ぎ
や
か
カ
ー
ニ

１９

バ
ル
実
行
委
員
を
募
集
（
障
害

児
・
者
と
共
に
楽
し
む
つ
ど
い

実
行
委
員
会
）　

毎
月
１
回
、

木
曜
日
の
午
後
７
時
～
９
時
、

さ
い
わ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

会
議
室
で
。　

月　

日
（
土
）

１２

１１

の
同
カ
ー
ニ
バ
ル
に
向
け
て
企

画
運
営
に
興
味
の
あ
る
方
。
詳

し
く
は
か
る
が
も
・
下
田
緯
４

７
７
・
６
４
９
２
へ
。

　

◆
フ
ラ
ワ
ー
カ
ッ
プ
テ
ニ
ス

大
会
へ
の
参
加
者
を
募
集
（
東

久
留
米
市
テ
ニ
ス
連
盟
フ
ラ

ワ
ー
カ
ッ
プ
）　

５
月　

日
２５

（
火
）、
市
内
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

で
。
予
備
日
は
６
月
１
日（
火
）。

参
加
費
は
フ
リ
ー
１
０
０
０
円
、

連
盟
会
員
５
０
０
円
。
申
し
込

み
と
詳
し
く
は
５
月　

日（
月
）

１０

ま
で
に
海
老
沢
緯
４
７
４
・
７

２
４
７
へ
。

　

地
域
で
自
主
的
に
活
動
し
て
い

る
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ
を
育
成
す

る
た
め
、
各
団
体
が
企
画
、
運
営

す
る
講
座
に
講
師
を
派
遣
す
る
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
対
象
は

歴
史
・
経
済
・
政
治
・
文
学
・
教

育
・
家
庭
教
育
・
文
化
な
ど
の
学

習
グ
ル
ー
プ
や
サ
ー
ク
ル
で
、
広

報
紙
で
募
集
し
た
市
民
も
受
講
で

き
る
こ
と
が
条
件
で
す
。
こ
の
機

■
み
な
さ
ん
の供
く
る
く
る
僑

が
３
歳
に
な
り
ま
し
た 

　
　

年
４
月
に
オ
ー
プ
ン

19
の
「
東
久
留
米
の
ふ
れ
あ
い

情
報
サ
イ
ト
供
く
る
く
る
僑」

が
、
３
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で　

万
ア
ク

１２

セ
ス
を
達
成
し
ま
し
た
。　

■
今
を
と
き
め
く
市
民
活
動
情
報

は
供
く
る
く
る
僑
で

　
供
く
る
く
る
僑に
は
東
久
留
米
で

活
動
す
る
N
P
O
団
体
や
趣
味
の

サ
ー
ク
ル
な
ど
、
約
３
０
０
の
団

体
が
日
ご
ろ
の
活
動
の
様
子
を
写

　

毎
年
、
春
に
開
催
す
る
N
P
O

法
人
東
久
留
米
市
文
化
協
会
に
よ

る
春
の
文
化
祭
で
す
。
ホ
ー
ル
で

の
発
表
と
展
示
、
多
彩
な
催
し
、

真
と
と
も
に
掲
載
し
、
日
々
地
域

の
情
報
を
発
信
し
ま
す
。
市
内
で

活
動
す
る
市
民
活
動
団
体
は
供
く

る
く
る
僑
に
無
料
で
登
録
で
き
ま

す
。供
く
る
く
る
僑を
使
っ
て
情
報

発
信
し
ま
せ
ん
か
。

（
例
）
大
門
中
学
校
の
C
P
R
出

前
講
座
実
施

　

※
「
団
体
活
動
紹
介
」
→
「
活

動
紹
介
一
覧
」
を
ク
リ
ッ
ク
。

■
ロ
ー
カ
ル
情
報
の
決
定
版
「
市

民
記
者
の
目
」

　
「
市
民
記
者
の
目
」で
は
地
域
の

出
来
事
、
市
民
活
動
の
様
子
、
地

域
で
起
こ
っ
た
ホ
ッ
ト
な
ニ
ュ
ー

ス
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
市

民
記
者
も
募
集
中
で
す
。

　

市
内
に
お
茶
畑
が
あ
る
の
を
ご

存
じ
で
す
か
。「
小
山
茶
園
」
は
、

市
北
部
の
小
山
地
域
に
広
が
る

「
小
山
緑
地
保
全
地
域
」
の
一
角

に
あ
り
ま
す
。
お
茶
と
自
然
を
愛

　

市
で
は
、
一
般
家
庭
で
使
用
済

み
の
食
用
油
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
、

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
化
の
モ

デ
ル
事
業
を　

年
度
に
実
施
し
ま

２０

　

市
民
の
サ
ー
ク
ル
活
動
の
場
と

し
て
、
ま
た
、
文
化
・
芸
術
・
社

会
教
育
活
動
の
場
と
し
て
、
市
内

全
中
学
校
と
一
部
の
小
学
校
（
第

五
小
・
下
里
小
）
の
特
別
教
室
の

は
「
生
活
保
護
受
給
証
明
書
」

◎
本
人
の　

年
度
市
民
税
は
課
税

２２

で
あ
る
が
、　

年
の
合
計
所
得
金

２１

額
が
１
２
５
万
円
以
下
の
方

　

①
費
用
＝
１
０
０
０
円

　

②
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
が

確
認
で
き
る
本
人
確
認
書
類
（
同

上
）

　

※　

年
度
の
市
民
税
等
の
賦
課

２２

決
定
が
行
わ
れ
る
ま
で
の
期
間

（
４
～
６
月
）
は
、　

年
度
の
書

２１

類
で
代
用
で
き
ま
す

　
【
申
込
時
期
】満　

歳
に
な
る
月

７０

の
初
日
か
ら
申
し
込
む
こ
と
が
で

き
ま
す

　
【
市
内
取
扱
窓
口
】西
武
バ
ス
株

式
会
社
滝
山
営
業
所
緯
４
７
４
・

２
５
２
５
（
午
前
９
時
～
午
後
５

時
）、
西
武
バ
ス
株
式
会
社
東
久

留
米
駅
案
内
所
緯
４
７
２
・
９
０

６
１（
午
前　

時
～
午
後
５
時
）　

１０

　

詳
し
く
は
社
団
法
人
東
京
バ
ス

協
会　

シ
ル
バ
ー
パ
ス
専
用
電
話

緯　

・
５
３
０
８
・
６
９
５
０

０３
（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

午
前
９
時
～
午
後
５
時
）
へ
。

　

満　

歳
以
上
の
都
民
の
方
は
申

７０

し
込
み
に
よ
り
、
都
バ
ス
、
都
営

地
下
鉄
、
都
電
、
都
内
民
営
バ
ス

を
利
用
で
き
る
「
東
京
都
シ
ル

バ
ー
パ
ス
」
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

有
効
期
間
は
発
行
日
～
９
月　

日
３０

（
木
）
で
す
。

　
【
申
込
方
法
】次
の
費
用
お
よ
び

書
類
を
持
参
の
上
、
最
寄
り
の
シ

ル
バ
ー
パ
ス
取
り
扱
い
バ
ス
営
業

所
な
ど
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

（
市
内
の
取
扱
窓
口
は
下
記
参

照
）

　
【
必
要
な
費
用
お
よ
び
書
類
】次

の
通
り

◎
本
人
の
市
民
税
が
課
税
の
方

　

①
費
用
＝
１
万
２
５
５
円
（　
２２

年
４
月
～
９
月
発
行
分
）

　

②
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
が

確
認
で
き
る
本
人
確
認
書
類
（
保

険
証
ま
た
は
運
転
免
許
証
な
ど
）

◎
本
人
の
市
民
税
が
非
課
税
の
方

　

①
費
用
＝
１
０
０
０
円

　

②
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
が

確
認
で
き
る
本
人
確
認
書
類
（
同

上
）

　

③
次
の
い

ず
れ
か
の
書

類
「
介
護
保

険
料
納
入

（
決
定
）
通

知
書
（
所
得

段
階
区
分
欄

に
非
課
税
の

段
階
が
記
載

さ
れ
た
も
の
。　

年
度
分
の
通
知

２２

に
お
い
て
は
、
所
得
段
階
区
分
が

１
、
２
、
３
、
４
、
の
い
ず
れ
か

の
段
階
の
も
の
が
非
課
税
で
す
）」、

「
住
民
税
非
課
税
証
明
書
」
ま
た

　

市
で
は
、
市
内
の
経
営
者
（
金

融
保
険
業
・
不
動
産
業
・
風
俗
営

業
を
除
く
）
の
方
に
、
低
利
率
で

融
資
を
あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま
す

（
下
表
参
照
）。
ま
た
、
利
用
す

る
方
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、

利
子
お
よ
び
信
用
保
証
料
の
一
部

を
市
が
助
成
し
て
い
ま
す
（
下
表

「
利
率
」
欄
参
照
）。

　

な
お
、
ご
利
用
の
際
は
申
し
込

み
受
け
付
け
後
に
書
類
の
審
査
と

実
質
調
査
を
行
い
ま
す
の
で
、
融

資
ま
で
に
４
週
間
前
後
か
か
り
ま

す
。
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

　

※
こ
の
ほ
か
に
「
中
小
企
業
資

金
融
資
制
度
」「
大
規
模
小
売
店
舗

へ
出
店
す
る
中
小
企
業
へ
の
融
資

制
度
」
も
あ
り
ま
す
。

資
金
融
資
特
例
措
置
を

延

長

し

ま

す

　

昨
今
の
経
済
不
況
対
策
と
し
て

　

市
で
は
、
ご
み
減
量
化
対
策
の

一
環
と
し
て
、
家
庭
や
事
業
所
か

ら
排
出
さ
れ
る
生
ご
み
の
減
量
を

促
進
す
る
た
め
、
生
ご
み
の
自
家

処
理
を
前
提
と
し
た
助
成
金
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
。

　
【
対
象
】市
内
在
住
ま
た
は
市
内

に
事
業
所
を
有
す
る
方
で
、
生
ご

み
減
量
化
処
理
機
器
を
購
入
し
、

市
内
に
設
置
す
る
方

　
【
助
成
金
額
】（
１
）
処
理
能
力

が
一
日
当
た
り
５
㌔
㌘
未
満
の

場
合　

購
入
金
額
が
、
①
７
０
０

　

市
で
は
、
市
内
の
み
ど
こ
ろ

を
と
り
ま
と
め
た
観
光
マ
ッ
プ

を
発
行
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
お
手

に
取
り
、
家
族
や
友
人
な
ど
で

散
策
し
て
く
だ
さ
い
。

　

観
光
マ
ッ
プ
は
、
総
合
案
内

（
市
役
所
１
階
）、
生
活
文
化

課
窓
口
（
同
２
階
）、
企
画
調
整

課
広
報
担
当
窓
口
（
同
４
階
）、

産
業
振
興
課
（
同
６
階
）、
上
の

時
限
的
に
実
施
し
て
い

ま
し
た
、
市
内
の
中
小
企

業
者
に
対
す
る
資
金
融

資
の
特
例
措
置
を
、　

年
２２

度
も
引
き
続
き
実
施
し

ま
す
（
対
象
は　

年
３
月

２３

　

日
申
し
込
み
受
け
付

３１け
分
ま
で
）。

　

対
象
は
、
不
況
対
策
緊

急
資
金
お
よ
び
小
口
零

細
企
業

資
金
融

資
（
不
況

対
策
緊

急
資
金
）

と
し
、
信
用
保
証
料
の
補

助
規
定
の
う
ち
、
上
限
額

（
２
万
５
０
０
０
円
）
を

廃
止
し
、
２
分
の
１
補
助

と
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
産
業
振
興

課
労
政
商
工
係
☎
４
７

０
・
７
７
４
３
へ
。

東
京
都
シ
ル
バ
ー
パ
ス
を
発
行
し
ま
す

一
部
を
開
放
し
て
い
ま
す
（
左
表

参
照
）。使
用
に
は
登
録
が
必
要
で

す（
す
で
に
登
録
さ
れ
て
い
る
団
体

は
更
新
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

　
【
対
象
団
体
】市
内
在
住
・
在
学
・

在
勤
の
方
で
組
織
す
る
５
人
以
上

の
社
会
教
育
関
係
団
体

　
【
使
用
料
】
無
料

　

※
使
用
申
請
は
、
直
接
使
用
す

る
学
校
へ
。

　

登
録
の
受
け
付
け
は
生
涯
学
習

課
（
市
役
所
６
階
）
で
随
時
行
っ

て
い
ま
す
。
団
体
の
規
約
と
名
簿

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
同
課
生
涯
学
習
係
緯

４
７
０
・
７
７
８
４
へ
。

　

年
度
市
民
自
主
企
画
講
座
講
師
等
派
遣
事
業

２２

会
に
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
申
込
書
の
配
布
お
よ
び
受
付
期

間
】
４
月
１
日
（
木
）
～　

日
１６

（
金
）
に
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内

の
N
P
O
法
人
東
久
留
米
市
文
化

協
会
窓
口
で
配
布
し
、
受
け
付
け

ま
す
。

　

詳
し
く
は
同
協
会
☎
４
７
７
・

４
７
０
０
へ
。

（
例
）
わ
く
わ
く
野
菜
体
験
塾
７

小
だ
よ
！

　

※
「
市
民
記
者
の
目
」
→
「
全

件
表
示
」
ク
リ
ッ
ク
。

■
地
域
の
ニ
ュ
ー
ス
を
募
集
中

　
供
く
る
く
る
僑に
載
せ
た
い

地
域
の
ス
ポ
ッ
ト
、
イ
ベ
ン

ト
、
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
の
情
報

を
提
供
し
て
く
だ
さ
い
。

供
く
る
く
る
僑
を
、
盛
り
上

げ
る
の
は
地
域
の
皆
さ
ん

の
力
で
す
。

■
情
報
発
信
の
い
ろ
い
ろ
な
コ
ツ

を
学
べ
る
「
出
張
サ
ポ
ー
ト
」

　

パ
ソ
コ
ン
操
作
が
苦
手
な
方
は

第
２
・
第
４
火
曜
日
の
午
後
、
市

役
所
１
階
屋
内
ひ
ろ
ば
で
開
催
す

る
「
く
る
く
る
出
張
サ
ポ
ー
ト
」

が
お
勧
め
で
す
。供
く
る
く
る
僑を

使
っ
た
情
報
の
収
集
や
発
信
の
コ

ツ
は
出
張
サ
ポ
ー
ト
で
学
ぼ
う
。

詳
し
い
日
程
は
供
く
る
く
る
僑
で
。

■
問
い
合
わ
せ
は
お
気
軽
に

　

現
在
、
西
部
地
域
セ
ン
タ
ー
内

に
事
務
局
を
週
３
日
開
設
し
て
い

ま
す
。

　

団
体
の
登
録
や
情
報
発
信
な
ど
、

供
く
る
く
る
僑
に
つ
い
て
の
問
い

合
わ
せ
や
相
談
、
ア
イ
デ
ア
を
お

受
け
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
東
久
留
米
市
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
運
営
委
員
会
事
務

局
緯
４
３
９
・
６
０
３
３
ま
た
は

生
活
文
化
課
市
民
協
働
係
緯
４
７

０
・
７
７
３
８
へ
。

長
年
交
流
を
続
け
て
い
る
高
崎
市

文
化
協
会
榛
名
支
部
（
旧
榛
名
町

文
化
協
会
）
か
ら
の
参
加
も
あ
り
、

楽
し
い
２
日
間
の
催
し
で
す
。

　
【
日
時
】
４
月　

日
（
土
）・　

２４

２５

日
（
日
）
の
い
ず
れ
も
午
前　

時
１０

～
午
後
５
時
（
展
示
部
門
の　

日
２５

は
午
後
４
時
ま
で
）

　
【
会
場
】
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、

中
央
図
書
館

　
【
内
容
】
式
典
＝　

日
（
土
）
午

２４

後
１
時
か
ら
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ル
で
▼
発
表
部
門
＝
和

太
鼓
・
民
謡
・
歌
謡
・
く
る
め
連
・

吟
剣
詩
舞
道
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ

エ
・
邦
楽
・
ハ
ワ
イ
ア
ン
・
童
謡
・

原
・
ひ
ば
り
が
丘
・
滝
山
の
各

連
絡
所
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、

各
図
書
館
、
わ
く
わ
く
健
康
プ

ラ
ザ
お
よ
び
東

久
留
米
駅
情
報

ボ
ッ
ク
ス
な
ど

で
無
料
配
布
し

ま
す
（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ご
覧
い
た
だ

「「「「「「「「「「
いいいいいいいいいい
いいいいいいいいいい
とととととととととと
ここここここここここ
トトトトトトトトトト
ココココココココココ
トトトトトトトトトト
ココココココココココ
ひひひひひひひひひひ
がががががががががが
しししししししししし
くくくくくくくくくく
るるるるるるるるるる
めめめめめめめめめめ

「
い
い
と
こ
ト
コ
ト
コ
ひ
が
し
く
る
め　

東東東東東東東東東東
久久久久久久久久久久
留留留留留留留留留留
米米米米米米米米米米
市市市市市市市市市市
観観観観観観観観観観
光光光光光光光光光光
ママママママママママ
ッッッッッッッッッッ
ププププププププププ
」」」」」」」」」」
をををををををををを
発発発発発発発発発発
行行行行行行行行行行
しししししししししし
まままままままままま
しししししししししし

　

東
久
留
米
市
観
光
マ
ッ
プ
」
を
発
行
し
ま
し
たたたたたたたたたたた

各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各
種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種
資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資
金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金
融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融
資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資
制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
ののののののののののののののののののののの
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案
内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内

一
芸
＆
マ
ジ
ッ
ク
・
日
本
舞
踊
▼

展
示
部
門
＝
華
道
・
盆
栽
・
パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
・
押
し
花
絵
・
絵
手
紙
・

手
あ
み
▼
催
し
部
門
＝
茶
会
・
囲

碁
・
将
棋
大
会
・
朗
読
と
一
人
芝

居

０
円
ま
で
＝
購
入
金
額
の
半
額
②

７
０
０
０
円
を
超
え
て
１
万
２
０

０
０
円
ま
で
＝
一
律
３
５
０
０
円

③
１
万
２
０
０
０
円
を
超
え
て
６

万
円
ま
で
＝
購
入
金
額
の
３
分
の

１
④
６
万
円
を
超
え
る
も
の
＝
一

律
２
万
円

　
（
２
）処
理
能
力
が
一
日
当
た
り

５
㌔
㌘
以
上
の
場
合　

購
入
金

額
の
３
分
の
１
の
額
ま
た
は　

万
３０

円
の
い
ず
れ
か
低
い
方
の
額

　

※
い
ず
れ
も
助
成
金
額
の
１
０

０
円
未
満
の
端
数
は
切
り
上
げ
。

　

申
し
込
み
は
購
入
を
証
明
す
る

書
類
（
領
収
書
等
）、
認
め
印
（
ス

タ
ン
プ
式
は
不
可
）、
振
込
先
金

融
機
関
の
通
帳
を
、
土
曜
・
日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
午
前
８
時
半
～

正
午
、
午
後
１

時
～
５
時
に
、

ご
み
対
策
課

（
八
幡
町
２
ノ

　

ノ　

）
ま
た

１０

１０

は
環
境
政
策
課

（
市
役
所
５
階
）
へ
直
接
持
参
し

て
く
だ
さ
い（
郵
送
不
可
）。
な
お
、

お
預
か
り
し
た
領
収
書
な
ど
は
返

却
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
ご
み
対
策
課
業
務
係

緯
４
７
３
・
２
１
１
７
へ
。

す
る
市
民
や
近
隣
住
民
が
小
山
茶

園
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
メ
ン

バ
ー
と
し
て
１
年
間
か
け
て
管
理

を
行
い
、
春
に
は
小
山
産
の
お
い

し
い
お
茶
が
出
来
上
が
り
ま
す
。

　

今
年
も
、
当
ク
ラ
ブ
で
は
新
し

い
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
茶

園
の
管
理
だ
け
で
な
く
、
春
に
は

茶
摘
み
や
茶
園
見
学
ツ
ア
ー
、
お

茶
を
使
っ
た
料
理
教
室
な
ど
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
入
会
く
だ
さ
い
。

　
【
活
動
期
間
等
】　

月
ま
で
の
月

１０

１
・
２
回
、
土
曜
日
の
午
前
中
、

２
時
間
程
度

　
【
費
用
】　

年
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

２２

保
険
代
３
０
０
円

　

入
会
を
希
望
す
る
方
は
、
４
月

中
に
電
話
で
生
活
文
化
課
緯
４
７

０
・
７
７
３
８
へ
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　

※
次
回
の
活
動
は
、
４
月　

日
１７

（
土
）・
５
月
８
日
（
土
）
で
す
。

　

詳
し
く
は
同
課
へ
。

　

東
久
留
米
市
浴
場
組
合
で
は
、

毎
月
「
薬
湯
の
日
」
と
し
て
公
衆

浴
場
の
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま

す
。
小
学
生
以
下
は
無
料
で
す
。

　

▼
薬
湯
名
・
実
施
日
程　

下
表

の
通
り
▼
実
施
浴
場
・
実
施
時
間

　

源
の
湯
（
東
本
町
７
ノ
６
、
緯

４
７
１
・
０
０
０
５
）
が
午
後
３

時
半
～　

時
、第
二
喜
多
の
湯（
幸

１１

町
１
ノ
５
ノ　

、
緯
４
７
１
・
２

１０

４
７
５
）
が
午
後
３
時
～　

時
１１

　

詳
し
く
は
産
業
振
興
課
労
政
商

工
係
緯
４
７
０
・
７
７
４
３
へ
。

薬湯の日上半期実施日程
薬湯名実施日

ヨモギの湯　　４月４日（日）
菖蒲湯　　　　５月５日（祝）
枇杷の葉湯　　６月６日（日）
桃の葉湯　　　７月４日（日）
ハッカの湯　　８月１日（日）
スギナの腰湯　９月２０日（祝）

　

※
中
央
公
民
館
は
４
月
１
日
（
木
）
か
ら
、
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
に
変
わ
り
ま
し
た
。

http://kuru2.genki365.net

kuru2@sky.plala.or.jp

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

け
ま
す
）。

　

詳
し
く
は
産
業
振
興
課
緯
４

７
０
・
７
７
４
３
へ
。

開放する学校一覧
開放する時間定員開放教室学校名

月曜〜金曜日
午後６時～９時

土曜・日曜日、祝日、
春・夏・冬の長期学
校休業日
午前９時～午後９時
※ただし年末年始を
除きます

　40会議室
久留米中学校

100多目的室
　50図書室東中学校
　40第１会議室西中学校
　40クラブ室南中学校
　30視聴覚室

大門中学校
　40図書室
　50図書室下里中学校
　40第２音楽室

中央中学校
　40視聴覚室
　80プレールーム

第五小学校
　40第２音楽室
　40クラブ室

下里小学校
　40視聴覚室
　50音楽室
　40第２音楽室小口零細企業資金融資制度

平成２２年４月１日現在
融資期間利　率融資限度額融資対象融資要件制度・条件

５年以内
（据置６カ
月を含む）

1.8７５％

500万円※

事業に必要な原
材料の仕入金お
よび、給料の支
払いに必要な資
金等の流動的な
資金

①小規模企業者であること
②個人の場合は、市内に引き続き１年以上住所
を有し、かつ事業所を市内または隣接５市（西
東京、小平、東村山、清瀬、新座）に有すること。
法人の場合は、市内に引き続き１年以上本店
所在地を有すること

③同一事業を引き続き１年以上営んでいること
④市税の納税義務者であって、納付すべき市税
（市都民税または法人市民税・固定資産税・国
民健康保険税）、事業税及び、所得税又は法人
税を完納していること

⑤適切なる事業計画を有し、返済見込みが確実
であること

⑥東京信用保証協会の信用保証を得られること
⑦法人の場合は、企業経営上の代表者の連帯保
証人（１人）を付けること

運転資金

小
口
零
細
企
業
資
金
融
資

７年以内
（据置６カ
月を含む）

700万円※

店舗、工場また
は倉庫の増改築
および機械器具
等の購入に必要
な資金

設備資金

５年以内
（据置６カ
月を含む）

1.8７５％500万円※

運転資金として
使用し、事業に
必要な原材料の
仕入金および、
給料の支払いに
必要な資金等の
流動的な資金

上記　①・②・③・④・⑤・⑥・⑦　および
・最近３カ月間または１年間の売上高（生産
高）が、前３年のいずれかの同期と比較して
１０％以上減少していること

不況対策
緊急資金

※申込時点で、申込金額と信用保証協会の保証付融資残高との合計が１,２５０万円以下であること。
※返済方法は、割賦償還によるものとし、融資期間が６カ月以内の場合は、一括償還もできます。
※利率の適用は融資実行年月日の該当する年度となります。

本人　 ０.975%
市支給 ０.900%

本人　 ０.675%
市支給 1.200%

取り扱い事務担当課
◎住民異動届の受け付け＝転入・転居・転出・世
帯変更など
◎印鑑登録および市民カード発行の申請受け付
け＝平日に来庁できない方は、夜間・閉庁日も住
民票、印鑑登録証明書、課税・納税証明書が自動
発行機で取得できるようになる「市民カード」の
申請をお勧めします。手続きの詳細は市民課へ
問い合わせてください
◎各種証明書の発行＝住民票・印鑑登録証明書・
戸籍の附票・戸籍謄抄本・外国人登録原票記載事
項証明書など
◎住居表示の申請受け付け

市民課
（市役所１階）

◎国民健康保険の資格取得・喪失に関する届け
◎高額療養費の支給申請など各種申請書受け付け
◎長寿医療制度の手続きに関する届け
◎国民年金第１号被保険者の資格取得等の届け

保険年金課
（市役所１階）

◎市税などの納付および納税に関する相談
◎市税などの口座振替の申し込み手続き

納税課
（市役所２階）

日曜臨時窓口での取り扱い事務一覧

満

歳
以
上
の
都
民
の
方

満　

歳
以
上
の
都
民
の
方
へへ

７０７０

社
会
教
育
活
動
団
体
の

　
　
　

学
習
プ
ラ
ン
を
募
集
し
ま
す 周年を迎えました周年を迎えました周年年 し年周 迎 た周年を迎えました

「くるくる」が
「くるくる」が

東久留米のふれあい情報サイト

サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

募
集
し
ま
す

サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

募
集
し
ま
す

サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

募
集
し
ま
す

小
山
茶
園

小
山
茶
園

環
境
政
策
課（
市
役
所
５
階
）で
も
受
け
付
け
ま
す

生
ご
み
減
量
化
処
理
機
器
購
入
に

　
　
　
　
　
　
　
　

助
成
金
を
交
付

生
ご
み
減
量
化
処
理
機
器
購
入
に

　
　
　
　
　
　
　
　

助
成
金
を
交
付

小・中学校特別教室を
開放しています

小・中学校特別教室を
開放しています

「水と緑のまち
　　～この道ひとすじに～」

第１７回東久留米市
文化協会春の祭典2010

家
庭
で
使
用
済
み
の
食
用
油
を

燃
料
に
リ
サ
イ
ク
ル

家
庭
で
使
用
済
み
の
食
用
油
を

燃
料
に
リ
サ
イ
ク
ル

「
自
治
会
単
位
・
グ
ル
ー
プ
で
」

「
自
治
会
単
位
・
グ
ル
ー
プ
で
」

　
【
入
場
料
】
無
料

　

※
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
各
団
体
・

サ
ー
ク
ル
で
配
布
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
同
協
会
事
務
局
☎
４

７
７
・
４
７
０
０
（
月
曜
～
金
曜

日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）
へ
。

し
た
。

　

こ
の
事
業
は
一
般
家
庭
で
使
用

済
み
の
て
ん
ぷ
ら
油
を
リ
サ
イ
ク

ル
し
、
市
内
の
運
送
業
者
の
燃
料

と
す
る
モ
デ
ル
事
業
で
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
は
処
分
に
手
間

の
か
か
る
て
ん
ぷ
ら
油
を
そ
の
ま

ま
回
収
し
て
も
ら
え
、
事
業
者
は

燃
料
費
の
節
減
に
な
り
、
さ
ら
に

は
ご
み
減
量
に
も
つ
な
が
る
た
め
、

「
一
石
三
鳥
の
取
り
組
み
」
と
考

え
て
い
ま
す
。
実
際
に
、
西
団
地

自
治
会
の
場
合
は
、
使
い
終
わ
っ

た
て
ん
ぷ
ら
油
を
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

に
入
れ
自
治
会
事
務
所
に
出
し
、

運
送
業
者
が
回
収
し
て
燃
料
化
す

る
仕
組
み
で
す
。

　

現
在
で
は
、
西
団
地
自
治
会
、

市
立
保
育
園
、
南
部
地
域
セ
ン

タ
ー
を
中
心
に
、
バ
イ
オ
燃
料
化

の
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
各
自
治
会
・
グ
ル
ー
プ

で
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
化
の
取

り
組
み
を
お
考
え
の
団
体
の
方
は
、

ご
み
対
策
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
同
課
☎
４
７
３
・
２

１
１
７
へ
。

薬
湯
の
日

４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
ははははははははははははははははははははは

４
月
は
供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供
ヨヨヨヨヨヨヨヨヨヨヨヨヨヨヨヨヨヨヨヨヨ
モモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモ
ギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギ
ののののののののののののののののののののの
湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯

ヨ
モ
ギ
の
湯
僑僑僑僑僑僑僑僑僑僑僑僑僑僑僑僑僑僑僑僑僑僑

４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
ははははははははははははははははははははは

４
月
は
供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供
ヨヨヨヨヨヨヨヨヨヨヨヨヨヨヨヨヨヨヨヨヨ
モモモモモモモモモモモモモモモモモモモモモ
ギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギ
ののののののののののののののののののののの
湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯

ヨ
モ
ギ
の
湯
僑僑僑僑僑僑僑僑僑僑僑僑僑僑僑僑僑僑僑僑僑僑

　

住
民
異
動
が
集
中
す
る
４
月
上

旬
の
窓
口
混
雑
を
緩
和
し
、
併
せ

て
市
民
の
皆
さ
ん
に
市
税
を
納
付

し
て
い
た
だ
く
機
会
の
増
加
を
図

る
目
的
で
、
４
月
４
日
（
日
）
に

市
民
課
・
保
険
年
金
課
・
納
税
課

に
て
、
日
曜
臨
時
窓
口
を
開
設
し

ま
す
。

　

受
付
時
間
は
、
午
前
９
時
～
午

後
４
時
で
す
。
な
お
、
本
庁
舎
の

み
開
設
し
ま
す
。
上
の
原
、
ひ
ば

り
が
丘
、
滝
山
の
各
連
絡
所
で
は

開
設
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

市
民
課
、
保
険
年
金
課
、
納
税

課
の
三
課
で
取
り
扱
う
事
務
は
、

左
表
の
通
り
で
す
。

　

詳
し
く
は
市
民
課
緯
４
７
０
・

７
７
２
２
、
保
険
年
金
課
緯
４
７

０
・
７
７
３
２
、
納
税
課
緯
４
７

０
・
７
７
３
０
へ
。

４月４日（日）
市役所本庁舎で

日曜臨時窓口を
開設します

観光マップの表紙

　

３
月　

日
（
水
）、
青
梅
信
用

１７

金
庫
か
ら
市
に
対
し
て
寄
付
金

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
寄
付
金
は
、「
小
・

中
学
生
を
対
象
と
し
た

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

に
役
立
て
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
の
同
金
庫
の
方

針
で
、
以
前
よ
り
市
に
贈

呈
さ
れ
て
い
ま
す
。
市

で
は　

年
度
以
降
、「
中
学
校

１８

ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
運
営
経
費
と

し
て
、
レ
プ
リ
カ
や
メ
ダ
ル
な

ど
の
購
入
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ご
寄
付
に
よ
り
、
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
中
学
校
生
徒

の
体
力
向
上
と
自
主
活
動
が
促

進
さ
れ
、
各
中
学
校
相
互
の
交

流
と
親
睦
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

青梅信用金庫地区統括支店長の大野
氏（右）より寄付金を受領しました

青梅信用金庫から
寄付金が市に贈呈
されました


